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⑥定期的な清掃

浄化槽を適正に使用していても、1年間程度経過しま

すと、清掃が必要です。

★通常の使用で1年に1回は必要です。

★市の許可を受けた業者に委託してください。

◎法定検査

定期的に指定検査機関が行う検査が必要です。

★はじめての検査（7条検査）

浄化槽の使用開始後、6－8カ月の間に受けなければ
ならない検査で、稼動状況及び水質測定の検査です。

★定期検査（11条検査）

7条検査と同じ内容の検査ですが、その後保守点検や

清掃が適正に実施され、浄化槽の働きが正常に維持さ

れているかを検査するもので、1年に1回は必要です。
＊検査は山梨県知事が指定する「検査機関」にて、法定

検査を受けてください。

検査の間合先

山梨県浄化槽協会検査センター　℡055（232）2762

間合先　大月林務環境部　℡（22）7838

下水通謀　庶務担当
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内
容
　
①
事
例
発
表
　
『
東
桂
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
』

発
表
者
　
束
桂
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
　
清
水
王
也
さ
ん

○
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
は

○
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
の
束
桂
の
活
動
例

○
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り

〔
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〕
昭
和
1
0
年
1
2
月
生
ま
れ
。
都
留
市
出
身
。
平
成
1
3
年
か
ら
は
、
東
桂
地
域
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
を
務
め
る
他
、
現
在
、
都
留
市
自
治
会
連
合
会
束
樺
地
区
連
合
自
治
会
長

や
都
留
市
民
生
委
員
を
務
め
る
。
ま
た
、
平
成
1
2
年
か
ら
平
成
1
3
年
に
か
け
て
は
、
都
留
市
男
女

共
同
参
画
推
進
委
員
会
副
委
員
長
を
務
め
た
。

★
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
は
「
参
加
」
か
ら
「
参
画
」
そ
し
て
「
協
働
」
へ
と
、
そ
の
体
系
を
変
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。
特
に
、
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
と
と
も
に
地
方
分
権
が
推
進
さ
れ
、
ま
ち
づ

く
り
の
主
役
は
そ
の
地
域
で
生
活
す
る
住
民
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
、
都
留
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
を
図
る
た
め
必
要
と
な
る
の
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
協

働
」
の
意
識
を
強
く
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

都
留
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
「
協
働
」
す
る
と
い
う
意
識
を
取
り
入
れ
、
住
民
主
導
型
社
会
の
形
成

に
向
け
た
全
市
的
な
展
開
を
進
め
る
た
め
の
第
一
段
階
と
し
て
、
東
桂
地
区
を
モ
デ
ル
に
平
成
1
3

年
度
か
ら
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
市
内
自
治
会
関
係
者
や
地
域
活
動
に

関
心
の
あ
る
方
は
、
自
ら
の
活
動
の
一
助
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
特
に
積
極
的
な
参
加
を

す
す
め
ま
す
。

協
働
と
は
・
・
・
地
域
住
民
が
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
行

政
と
協
調
し
な
が
ら
、
と
も
に
汗
を
流
し
行
動
す
る
こ
と
。

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ
　
　
　
　
　
　
『
そ
れ
ぞ
れ
の
国
か
ら
見
た
家
族
・
地
域
』

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
都
留
文
科
大
学
留
学
生
担
当
　
関
口
稔
夫
さ
ん

パ
ネ
リ
ス
ト
　
　
　
　
留
学
生
や
市
内
在
住
外
国
人
の
方
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す

国
際
化
、
情
報
化
の
発
展
に
よ
り
、
い
な
が
ら
に
し
て
世
界
の
情
報
が
分
か
る
時
代
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
国
際
交
流
も
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

パ
ネ
リ
ス
ト
に
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
文
化
や
事
例
、
日
本
に
来
て
か
ら
の
感
想
な
ど
を
エ
ピ
ソ
ー
ド

と
し
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
各
国
の
文
化
や
慣
習
の
違
い
を
聞
き
、
国
際
交
流
と
国
際
理
解
を
深
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

⑥
入
場
無
料
　
申
し
込
み
不
要
（
性
別
、
年
令
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
）

◎
主
催
　
都
留
市
、
都
留
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
、
都
留
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

清
掃
・
保
守
点
検
を
忘
れ
ず
に

「
浄
化
槽
は
適
正
に
管
理
」
し
て
く
だ
さ
い

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
に
よ
り
汚
水
を
浄
化
し
、
き
れ
い
な
水
に

し
て
放
流
す
る
装
置
で
す
。
浄
化
槽
が
正
常
な
働
き
を
す
る
た
め
に
は
、

清
掃
や
保
守
点
検
を
し
っ
か
り
行
い
、
各
家
庭
の
責
任
に
よ
り
適
正
に
管

理
す
る
こ
と
が
、
浄
化
槽
法
な
ど
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑥
浄
化
槽
の
機
能
維
持
に
不
可
欠
な
保
守
点
検

浄
化
槽
の
保
守
点
検
は
、
浄
化
槽
内
の
各
種
装
置
が
適
正
に
機
能
し
て

い
る
か
を
点
検
し
、
装
置
や
機
械
の
調
整
・
修
理
、
ス
カ
ム
や
汚
泥
の
状

況
を
確
認
し
、
消
毒
剤
を
補
充
す
る
こ
と
で
、
浄
化
槽
の
正
常
な
機
能
を

維
持
す
る
た
め
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

★
保
守
点
検
を
行
う
回
数
は
、
家
庭
用
の
浄
化
槽
で
は
4
カ
月
に
1
回

（
処
理
対
象
人
員
が
2
1
人
以
上
で
あ
れ
ば
3
カ
月
に
1
回
）
以
上
行
う
よ
う

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

★
保
守
点
検
の
業
務
は
、
県
知
事
か
ら
保
守
点
検
業
の
登
録
を
受
け
た
業

者
に
行
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

＊
保
守
点
検
の
記
録
票
は
、
3
年
間
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。


